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脂肪腫は,腫癌実質細胞が脂肪細胞からなる非

上皮性の良性腫痔 で,主として皮下組織に発生

し, 口腔領域では主として煩 ･舌 ･口底 ･口眉の

粘膜下に発生する比較的稀な疾患であるとされて

いる1)｡ しかも,その多くは口腔内に腫癌を形成

し,いわゆる粘膜下に発症したものである｡

今回,私達は右側頼部皮下に発生し外煩部腫脹

を主訴とした脂肪腫の1例を経験したので若干の

文献的考察を加え報告する｡

症 例

患者:29歳,男性｡

初診:昭和55年9月10日｡

主訴:右頼部の腫脹｡

既往歴:4-5年前より椎間板-ルニアに雁患

し某病院で半年前 まで通院加療を受けており,

叉,約2年前より上顎洞炎に雁患し約1カ月前ま

で消炎療法を受けていた｡

現病歴:約2年前に右側頼部の大豆大の腫脹に

気づいたが不快症状がないため放置していた｡そ

の後腫脹は漸次増大し,約1年前より目立つ様に

なり,約2カ月前某病院の歯科を訪れ相談したと

ころ, 口腔外からの摘出をすすめられたが,口腔

内からの手術を希望し当科を受診した｡

現症:全身所見;特に異常所見を認めない｡

口腔外所見:右側頼部の顎角部 より約10mm

前方にクルミ大の腫脹を認める｡表面皮膚は特に

異常なく,触診では比較的境界明瞭で弾性軟であ

り,波動は触れず,圧痛もない｡吹筋を緊張させ

た状態では腫癌は著明に隆起するが,吹筋との癒

着はなく可動性があり,腫癌表面には凹凸を認め

ない (図1)0

口腔内所見;右煩部粘膜及びその他軟組織 には

特に異常を認めない｡尚,双手診で右側吹筋外側

部に上記の腫癌を触れる｡

歯は右下顎第1大臼歯及び左上顎第3大臼歯の

欠損の他異常所見はない｡

Ⅹ繰所見;顎骨には特に異常所見を認めない｡
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図 1 初診時顔貌所見

臨床診断 :類皮嚢胞の疑い｡

昭和55年 9月12日, 口腔外より 18Gの注射

針を用い試験穿刺を施行したところ, 固形物が少

量吸引された｡ その病理組織学的所見は角化性重

層上皮によって被覆された結合組織で汗腺,皮脂

腺,毛根など付属器が認められず類皮嚢胞が疑わ

れた｡

超音波所見 :境界が比較的明瞭で, 内部エコー

を伴う偏平な像が得られ, これはいわゆる内容液

が貯留した嚢胞にみられる所見とは異なり充実性

の良性の腫疹様病変を疑わせる像 であった (図

2)0

臨床検査所見 :血液検査,尿検査所見には異常

は認められない｡臨床化学検査ではGOT67IU/1,

GPT87IU/1,LDH505IU/1, と軽度の上昇を

みた為,本学内科を受診し un-ictericHepato-

pathieの診断を得たが, 肝全体の機能障害はな

いと判断された｡

皮 ｡膚
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図 2 超音波所見及び模式図

図 3 手 術 所 見

処置及び経過 :昭和55年 10月30日, 全身麻

酔下に口腔内より腫疾摘出術を施行し, まず,右

側下顎臼歯部の歯肉頬移行部に歯列に平行に切開

を加え鈍的に剥離したところ,腹痛は周囲組織に

癒着など認めず一塊として摘出した.腫癌は薄い

被膜を有し吹筋上,皮膚直下に存在 した (図3)｡

摘出物所見 :摘出腫癌は大きさ28×24×11mm
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図 4 摘 出 物 所 見

図 5 摘出物所見 (割面)

図 6 病理組織所見 (E--E染色×二00)

の庄平された球形を示し重さ 4g,表面の色は燈

黄色で硬度は弾性軟であった｡ 割面は燈黄色を呈

し充実性の光沢のある脂肪様物質で満たされてお

り, 10% ホルマリン液 につけたところ浮遊 した

(図4,5)0

病理組織学的所見:-マ トキシリンエオジン重
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染色を行い病理組織学的に検索した結果,腫癌は

薄い結合織の被膜におおわれた成熟脂肪細胞を主

体とする脂肪腫の所見であった (図6)｡

考 察

脂肪腫は一般に表在性に2)3)生ずる場合 には主

として皮下組織に好発し, とくに肩甲部,殿部,

背部及び漠部がその好発部位として挙げられてい

る｡深部に4)おける発生部位としては筋肉内,覗

蓋内,肝, 腎, 肺, 腸粘膜下,後腹膜組織,千

育,卵巣,精系および骨髄などにも生ずることが

あるといわれている｡ 口腔領域の発生に関しても

Geshickter2)は脂肪腫490例中,口腔領域に発生

した3例を, Simpson5)は口脇内の癌腫 50例,

繰推性-プ-リス110例を観察した同じ時期に7

例の脂肪腫を認 めたといい, 又,Bertelli6)は

1934年から1962年 までの9年間に 口鹿領域の良

性腫蕩633例のうち1例が本症であったという｡

本邦においては橋本ら7)は10年間に砺 り扱った口

腔領域の良性腫癌445例のうち8例 (1.8%), 田

中ら8)は1967年4月から1980年2月までの13年

間に取 り扱った口腔領域の良性腫疫のうち, 病理

組織学的検索を行った症例は338例でそのうち8

例 (2.37%)であったと報告している｡ 叉,朱雀

ら4)は1961年 1月から1967年3月 までの7年間

に病理組織学的検索を行った良性腫痘196例のう

ち2例 (1･0%),久野ら9)は1968年から1972年

の5年間に検索した良性非上皮性腫疹108例のう

ち2例 (1.8%)に本症を認めたと報告している｡

一方HatziotislO)は1945年から1967年までの22

年間に報告された 口腔領域に発生した脂肪腫を累

計し,145例を報告している｡ 今回, 私達が渉猟

したところでは1935年から1980年までの本邦で

の報告例は74例11)~57)であった｡

この脂肪腫74例を発生部位別 にみたのが表 1

である｡ 表1の如 く頬粘膜,口催底,舌と3つの

部位で全体の約75%をしめている｡

HatziotislO)による145例 では煩部46例, 育

28例,口腔底21例,歯肉頬移行部18例,口蓋部

18例､.口眉9例,歯肉8例,不明2例が報告され

ていたといい煩部,育,口腔底の3つの部位で66
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表 1 本邦脂肪腫の口腔街域の発生部位

令 計

%とやはり多い傾向を示している｡今回,私達が

経験した頬部皮下に発生した脂肪腫は本邦では滝

川ら33)に次ぐものであり,顎顔面領域においては

特に稀と思われる｡

年齢 では Anderson58)は40歳 から50歳代に

40%から50%みられるとし,Geshickter2)は490

例中55%が30歳から50歳に,HatziotislO)にお

いては40歳以上では80%,50歳以上では64%,

60歳以上では40%であったと報告 している｡本

邦の発生年齢は50歳から69歳 が約45%と中年以

上に多く見られ,諸外国の報告と同様の結果であ

った (表2)0

性別 は女性44例 (60%),男性30例 (40%)

と女性にやや多く見られたが,Frank59)は134例

中男性36例 (26.9%), 女性98例 (73･1%) と

報告しており,HatziotislO)は男性55%,女性45

%,Geshickter2)は490例中女性対男性は3対2

であるとし,MacGregerら60)は男性31例 (54.4

%),女性26例 (45.6%), Simpson5)は女性4

例 (57.1%),男性3例 (42･9%)とし報告者によ

り一定でない｡

大 きさについては文献 によりまちまちで ある

が,一般に小さく栂指頭大から鶏卵大のものが多

く,重量も数gから数10gのものが多いが飯田ら

42)の鷲卵大,100g及び 田中ら18)の手挙大,'95g

など大きなものまで報告されている｡

本腫癌の色調についでは実質細胞が脂肪組織か

らなるためか黄色を基調としたものが多く報告さ

表 2 本邦脂肪腫の発生年齢

れている｡

硬度は弾性あるいは弾性軟が多く報告されてい

るが,田中ら8)の報告のように深部にある場合は

他組織に囲まれるためか弾性硬を呈するものも報

告されている｡

脂肪腫は良性で,､その発育が一般に比較的緩慢

で自覚症状が少ないため放置されることが多く,

経過は数年に及ぶものが多いようである｡長いも

のでは横井11)の31年間に粟粒大から桜桃大にな

った下口唇の1例,Bertelliら6)の20年間に及ぶ

例もある｡

病理組織学的にはその実質が成熟した脂肪組織

からなり腫疹組織は線維性の結合組織索によって

分葉状に分けられていることが多く報告されてい

る｡

脂肪腫 は基質及び腫癌細胞 の性状 によって

Welトdifferentiated lipoma の他に Myxoid

lipoma,FibroblasticJ31ipoma,Pleomorphic

lipoma, Angiolipoma, Angiomyolipoma,

Myelolipo血a,Lipoblastoma,Hibernomaと

分類 している62)｡今回,私達 の経験 した例 は

Welトdifferentiatedlipomaに相当する｡尚,

今回試験穿刺時吸引された固形物は類皮嚢胞を疑

わせる所見であったが摘出された腫癌には同様の

所見は認められず頬部皮膚であったと考えられ,

目的の組織採坂に際しての注意を痛感した｡

脂肪腫の組織発生に関しては異所発生説,過形

成説などがあり, その成因としては先天的内因,
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内分泌の失調, 神経 ･末梢神経との関係,結核症

及び持続的刺激が挙げられている18)｡MacGreger

60)は外傷 と遺伝を挙げ,Simpsoh5)は7例中4例

が外傷 によると思われる症例を報告 している｡

叉,Bruce61)は慣神経 と関連あると思われる脂肪

腫を報告 している｡ しかし自験例においてはこの

ような要因と思われる事項は明らかではない｡

診断は上記症状と組織学的検索によるが鑑別診

断として mucocele,ガマ腫, リンパ管腫,繰推

膿, ゴム腫,結核腫, 類皮嚢胞,類表皮嚢胞,症

腫などと共にポ リープ, -プ- リスや膿癌などと

の鑑別の必要性が述べられている4)7)18)22)61)0

その方法 として通常用いられる各種診断法18)の

他に今回,私達は超音波診断法を応用 し, その結

果境界が比較的明瞭で, 内部エコーを伴 う扇平な

像が得られ, これはいわゆる内容液が貯留 した嚢

胞にみられる所見とは異なり充実性の良性の腫疾

様病変を疑わせる像であった｡ この様に軟部組織

病変の診断にあたって超音波診断法は1つの有用

な方法 として追加することができると考える｡

治療法は外科的摘出で再発することは少ないと

されている｡ 私達の症例 も術後 5カ月の現在,再

発の傾向を認めていない｡

結 語

29歳,男性の右側項部皮下に発生 した脂肪腫の

1例を報告した｡ 処置は口腔内より腺癌の仝桶を

行なった｡ 術後 5カ月を経過した現在,再発の徴

候は認めていない｡

併わせて,本邦報告例を中心に文献的考察を加

えた｡
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